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H22年度の研究開発の実施状況
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年度目標
 概要調査～精密調査初期段階における地質環境調査技術の信頼性確認
 精密調査や安全審査基本指針の策定等を支える技術基盤の整備

 調査坑道(水平坑道)を活用した相互理解の促進(深地層の体験等)
 原位置での計測・試験に基づく坑道の設計・施工技術の適用性確認
 坑道の湧水状況に対応した湧水抑制対策(グラウト)の有効性評価

主要な成果
 主に深度250m(声問層)までの水理地質構造や湧水量予測に関わる不確

実性要因とその低減手法の明確化

 坑道掘削に伴う掘削影響(坑道・施設スケール)データ(力学・水理・化学)の
拡充と、掘削影響評価のためのモニタリング技術の適用性の提示

 情報化施工計画に従い坑道掘削に伴い取得した地質環境情報と計測デー
タ(支保応力)に基づく既往設計手法等の適用性確認

 既往の設計解析手法の適用性の限界の把握と解析手法の構築

 湧水抑制対策のためのグラウト注入に関わる基礎データの取得と安全対策
技術の有効性の確認

地質環境調査評価技術開発

深地層における工学技術の基礎の開発
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H22年度の研究開発の成果とその重要性
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地質環境調査評価技術開発(水理地質構造)
 ボーリング調査、水圧観測、地質構造のモデル化により、重要な水理地質構造(断層、割れ目)の分布、

形成プロセスを把握
➔ 堆積岩における高透水性地質構造の調査手法、合理的な地下施設の設計・施工方法を提示。また、

物質移行経路を明確化・定量化し、安全評価における物質移行解析のモデル設定に重要
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地質環境調査評価技術開発(湧水量予測)
 施設建設プロジェクト管理において、湧水量予測の不確実性の取扱い方を整理
➔ 地下施設を建設する際の、排水処理計画やグラウト施工計画(湧水抑制対策)を立案する際に重要

坑道への湧水量を指標とした水理解析技術の更新

実際の湧水量
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H22年度の研究開発の成果とその重要性



地質環境調査評価技術開発(掘削影響：力学)
 掘削影響領域を評価するための観測技術を開発
 調査試験の配置や期間など、坑道で実施すべき調査の計画立案に関わる情報を整理
➔ 処分技術に関するプラグ(止水壁)の設計や安全評価における掘削影響領域の設定に重要
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掘削前後での弾性波速度の変化率の分布140m東側調査坑道掘削影響領域に
関する力学試験実施位置(平面図)

坑道周辺の掘削影響領域評価技術(弾性波トモグラフィ)

H22年度の研究開発の成果とその重要性

地質環境調査評価技術開発(掘削影響：水理)
 坑道周辺の水理学的影響領域を評価する手法を開発
 力学-水理の複合現象として、掘削影響領域の経時変化を連成解析する手法を開発
➔ 処分技術に関するプラグ(止水壁)の設計や安全評価における掘削影響領域の設定に重要
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坑道掘削影響領域に関する水理試験(透水試験)

数値解析による坑道掘削後の透水係数分布
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H22年度の研究開発の成果とその重要性
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岩盤に酸化した地下水を注入・循環させる試験
を行った結果、酸化環境は数日で還元環境に回
復すること、微生物による生物化学的反応(水-
鉱物-微生物相互作用)が重要な役割を果たし
ていることを確認

坑道掘削影響領域に関する化学的緩衝能力評価試験(REX試験)

H22年度の研究開発の成果とその重要性
地質環境調査評価技術開発(掘削影響：地球化学)
 建設・操業中の化学的インパクトとその回復過程を調査するための試験機器を開発
 第3段階の坑道閉鎖試験に関わるノウハウを蓄積
➔ 坑道の埋め戻し後の安全評価における物質移行解析のための地球化学的環境条件の設定に重要
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深地層における工学技術の基礎の開発
 情報化施工計画に基づいた東立坑での岩盤・支保の力学挙動の原位置計測(岩盤観測、内空変位、

覆工コンクリート応力、ロックボルト軸力、地中変位)と既往設計手法等の適用性の確認
➔ 地下施設施工管理手法(情報化施工計画)の有効性確認
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深度120m（H20年度設置・モニタリング中）
目的：ショートステップ工法の岩盤挙動の評
価⇒三次元解析モデルの必要性）

深度160m（H21年度設置・モニタリング中）
目的：RB削減を試験的に実施（深度
150~170m）し，立坑の安定性の確認と，構
築した三次元掘削解析モデルの検証．

深度220m（H22年度設置・モニタリング中）
目的：RB削減を通常の施工サイクルとして
実施（深度210~240m）し，立坑の安定性の
確認と，構築した三次元掘削解析モデルの
検証．
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ロックボルト
（長さ3m，20本/断面）

覆工コンクリート
（厚さ40cm）

【ロックボルト工の削減】

【解析ステップ】

【覆工コンクリートの円周方向
応力分布】

【岩盤の局所安全率分布
（二次元 vs. 三次元）】

⇒覆工コンクリート内と周辺岩
盤の応力分布を算出．実測結
果に基づいて，構築したモデル
の妥当性を検証．

H22年度施工範囲

二次元モデル（実施設計）

N
Hmin

Hmax

三次元モデル

N

：非弾性域

【立坑の三次元逐次掘削数値解析モデルの構築】
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 堆積軟岩(一軸圧縮強度≦20MPa)を対象としたショートス
テップ工法における立坑の三次元モデルの構築と適用性の
検証

➔ 堆積軟岩に対するショートステップ工法における設計解析手
法の提示

H22年度の研究開発の成果とその重要性



深地層の工学技術の基礎の開発
 湧水抑制対策のためのグラウト注入に関わる基礎データの取得と安全対策技術の有効性の確認
➔ グラウト施工計画の策定とプリペンダ－(安全対策)の有効性の提示

注入試験結果一覧
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安全対策

プリペンダー
(防噴装置)の例

H22年度の研究開発の成果とその重要性

グラウト施工計画

グラウトのイメージ

250m調査坑道

350m調査坑道

西立坑

換気立坑 東立坑

H23年度の研究開発の実施計画

年度目標
 坑道掘削を通じての地表からの調査段階における地質環境調査技術の信頼

性の確認
 精密調査や安全審査基本指針の策定等を支える技術基盤の整備

 調査坑道(水平坑道)を活用した相互理解の促進(深地層の体験等)
 原位置での計測・試験に基づく坑道の設計・施工技術の適用性確認
 坑道の湧水状況に対応した湧水抑制対策(グラウト)の有効性確認

期待される成果
 深度350mまでの立坑掘削及び壁面観察による稚内層上部における岩相や

断層・割れ目の分布、岩盤物性等の把握

 岩盤中の物質移動特性把握のための室内試験及び予備的原位置試験を通
じての原位置試験・解析技術の整備

 坑道掘削に伴う掘削影響(力学・水理・化学)を評価する調査技術の構築
 原位置岩盤物性試験を通じての岩盤の力学特性の把握

 情報化施工技術の適用性の提示
 坑道の湧水抑制対策(グラウト)の情報に基づく対策の有効性の提示

地質環境調査評価技術開発

深地層における工学技術の基礎の開発
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